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市民の文化活動を盛り上げる新しいランドマーク「スパイラルガーデン」

建物内外ににぎわいを生み出す「スパイラルガーデン」

計画地のポテンシャルを活かす計画上の工夫

周囲の賑わいを引き込み拡げる「ギャラリーウォーク」
１階から屋上まで建物周囲をらせん状に取り囲むテラス空間「スパイラル
ガーデン」を設けます。スパイラルガーデンには、各所で面する屋内での活
動があふれだし、街に対して賑わいを提供します。また、下階から連続した
先に繋がる屋上には、市民が利用できる屋上デッキを設け、読書の合間の休
憩や、子育て世代の遊び場として機能します。高い位置から周辺の街並みを
眺めたり、子どもの車道への飛び出しの心配が無い等、周囲の広場や公園と
は異なる性質の公共空間として位置づけ、エリアの価値を補強します。

歩行者及び自動車、自転車の動線を極力明確に分離し、誰もが安心してアクセスできる施設計画とします。また、駅前立地における街の顔となるとともに、現在進行中のまちづくり事業の区域や
その周辺の景観づくりを先導する施設として計画する必要があります。基本設計においては、これらの役割を担う施設とするための具体的な方策を設定しました。今後の詳細な設計においても本
方策をもとに、より一層の進展を図るものとします。

上下階の活動を繋げるギャラリーウォークのイメージ

夜間景観にも配慮した照明計画のイメージ

※本内容は基本設計の概要を示すものであり、今後市と実施設計事業者等との協議により計画の内容に変更が生じる可能性があります。　※画像については、実施設計中に詳細を検討していくため、実際のイメージとは異なります。

外部との関係を整える「アルミパンチングメタル外装」
建物外装には、様々な開口パターンを持った
アルミのパンチングメタルを採用し、視線や
日射のコントロールを行い、快適な図書空間
をつくります。また、設備ガラリ等機能上現
れる異要素を外装内側に設けることで、建物
全体の意匠の統一感を持った外観を実現し、
敷地周辺四方共に裏側をつくらない計画とし
ます。

周辺環境と呼応したプログラム配置
西側の特殊道路に向けたカフェエリアの整
備等、周辺環境を意識したプログラム配置
を行います。また、指定管理による運営を
想定した集客性や運営のしやすさにも配慮
した適切なゾーニングを行います。各階で
明快に区分した階別ゾーニングにより、来
館者の多様な利用シーンに適切に対応でき
る計画とします。

歩行者中心のまちづくりに寄与する歩車分離の計画
建物四周において１階の壁面位置を上階よ
りもセットバック(後退)させることで、
地上レベルに軒下の歩行空間を設けます。
また、敷地への車両の進入スペース、駐輪
場は北東側にまとめて配置し、歩行者動線
と車両・自転車利用者の動線の分離を行い
ます。歩行者中心のウォーカブルな街づく
りに寄与する計画とします。

建物内部には、１階から屋上までを縦に貫いた大きな吹抜空間を設けます。
トップライトを設け自然光が落ちる明るい吹抜とするとともに、壁面書架を吹
抜に面して配し全階を繋ぐ階段を設けることで、各階で異なるアクティビティ
を縦断する賑やかな市民の共用空間をつくりだします。ギャラリーウォークの
１階部分は南及び北西に設けた建物出入口と繋がり、通り抜け動線としても使
うことができるような計画とし、周辺エリアの活動を建物内部にも取り込み、
より一層盛り上げる仕組みとして機能します。

敷地概要
・計画地 ：門真市幸福町１１番地
・敷地面積　　：3,281㎡
・用途地域　　：近隣商業地域
・都市計画区域：市街化区域
・防火地域　　：準防火地域

建築概要
・主要用途　　：図書館/店舗/飲食店
　(建基法上の想定用途/文化会館機能を含む)
・構造種別　　：鉄骨造
・建築面積　　：2,321㎡
・延床面積　　：7,299㎡(屋内部分6,373㎡)
・階数 ：地上５階
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場所に応じて多様な開口パターン
を計画することで、内部用途に合
せた環境とするとともに複雑な外
観イメージをつくりだします。

配 置 計 画
■ 建物四周をめぐる軒下空間
１階の壁面を上階よりも後退させることで、建物全周に軒下空間をつく
ります。駐車場及び駐輪場の庇となる他、建物西側ではテラス空間の日
よけ及び敷地南北をつなぐシェルターとして機能します。建物周辺に付
加機能を持たせることで人の流れを生み、裏となる空間を極力作らない
計画とします。

■ 歩車分離の安全な配置ゾーニング
駐車スペースは敷地北東角にまとめてコンパクトに配置し、背面に歩行
者用通路を通すことで、敷地内において歩行者が自動車動線と干渉する
ことなく往来できる計画とします。また、駐輪エリアも北東方向にまと
め、南及び西側については歩行者専用エリアとし、エリア一帯のウォー
カブルなまちづくりに寄与する計画とします。

■ 地域に馴染む地上植栽
西側は隣接する歩行者専用道路に対しての街路樹として、東側は既存の
住宅街への緩衝帯として等、地上植栽は敷地周囲の状況に合せて各方角
それぞれに適切な計画を行います。また、樹種についても周辺の地域植
生に基づいて地域に自然と馴染む風景をつくります。なお、外構計画の
詳細については今後周辺の計画の進捗に合せて適宜調整を要するものと
考えます。

周辺一帯の価値向上に繋がる公共性の高い施設計画

駅前の区画整理を伴う再開発エリアにおいて、新しいシンボルとなる複
合施設をつくります。屋上へ人を引き込む「スパイラルガーデン」や、
建物中央を貫く吹抜け空間「ギャラリーウォーク」、駅から連続するシ
ェルターが接続する軒下空間の整備により、歩行者中心の活発なエリア
ネットワークを生み出します。街に市民活動と緑があふれ出し、複合施
設を中心にエリア全体が魅力的な空間となり、地域の価値を高めていく
ための中心的な役割を担う施設を目指します。
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